
   総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
４
月
　
日
に
委
員
会

２１

を
開
催
し
、
平
成
　
年
度
一
般

２２

会
計
予
算
の
所
管
分
・
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
後
期
高

齢
者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

　
歳
　
入

質
　
不
動
産
売
払
収
入
の
算
定

方
法
に
つ
い
て
。

答
　
不
動
産
鑑
定
士
に
依
頼
し
、

町
の
不
動
産
評
価
運
用
等
審

議
会
で
協
議
し
、
価
格
の
設

定
を
す
る
。

質
　
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
自

動
販
売
機
電
気
代
の
、
販
売

機
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
。

答
　
役
場
本
庁
舎
、
出
先
機
関

に
設
置
し
て
あ
る
。

質
　
共
聴
施
設
デ
ジ

タ
ル
ア
ン
テ
ナ
加

入
金
は
、
七
会
地

区
道
木
橋
地
域
分

と
い
う
こ
と
だ
が
、

茂
木
町
分
住
宅
に

つ
い
て
、
茂
木
町

と
の
協
議
調
整
は

し
て
い
る
の
か
。

又
、
他
の
地
区
は
、

対
応
で
き
る
の
か
。

答
　
茂
木
町
分
住
宅
2
軒
に
つ

い
て
、
茂
木
町
と
協
議
し
、

本
町
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
他
に
、
倉
見
地
域

が
あ
る
が
、
共
聴
で
や
る
と

維
持
経
費
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
で
、
個
人
で
実
施
す
る
。

質
　
延
滞
金
収
入
が
前
年
度
よ

り
2
6
5
万
円
増
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
長
期
的

に
見
込
め
る
の
か
。
又
、
増

収
が
見
込
め
る
と
判
断
し
た

理
由
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
　
年
度
よ
り
収
納
対

19

策
室
が
設
置
さ
れ
、
平
成
　21

年
度
実
績
で
約
6
0
0
万
円

収
入
に
な
っ
て
い
る
。
長
期

的
と
い
う
と
む
ず
か
し
い
面

も
あ
る
が
、
県
の
租
税
債
権

管
理
機
構
に
も
依
頼
し
、
が

ん
ば
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

質
　
衛
生
手
数
料
で
、
未
登
録

犬
や
予
防
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
が
相
当
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。
又
、
現

在
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

答
　
未
登
録
者
に
は
、
連
絡
し

て
登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。

又
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
全
頭
登
録

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
歳
　
出

質
　
水
戸
市
へ
の
消
防
事
務
負

担
金
が
、
か
な
り
高
額
だ
が
、

現
在
の
き
び
し
い
財
政
状
況

の
中
、
少
し
で
も
減
額
と
な

る
よ
う
な
交
渉
は
し
て
い
る

の
か
。
又
、
飯
富
出
張
所
分

も
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
水
戸
市
と
の
協
議
の
な
か

で
、
実
際
の
金
額
よ
り
は
、
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低
い
金
額
に
な
っ
て
い
る
。

飯
富
出
張
所
分
は
は
い
っ
て

い
な
い
。

質
　
地
震
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
は
、
全

部
業
務
委
託
な
の
か
。
区
長

会
等
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
も

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答
　
全
部
業
務
委
託
で
あ
る
。

平
成
　
年
度
に
県
で
町
内
の

２１

調
査
を
行
い
、
一
定
の
地
域

の
資
料
は
収
集
し
て
あ
る
。

質
　
自
治
振
興
交
付
金
を
1
区

当
り
3
0
，
0
0
0
円
交
付

す
る
趣
旨
に
つ
い
て
。
又
、

区
に
よ
っ
て
活
動
内
容
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
と
思
う
が
、

把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
幅
広
く
区
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
交
付
し
て
い
る
。

質
　
福
祉
関
係
の
事
業
が
い
く

つ
も
の
事
業
に
分
け
て
実
施

し
て
い
る
が
、
一
本
化
し
て

効
率
的
に
で
き
な
い
の
か
。

答
　
補
助
金
が
関
係
し
て
お
り
、

補
助
金
の
出
方
が
違
う
の
で
、

分
け
て
実
施
し
て
い
る
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

質
　
介
護
認
定
審
査
会
は
、
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
認
定
に
あ
た
っ
て
遅

れ
る
場
合
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
で
き

な
い
か
。

答
　
2
週
間
に
1
回
、
月
2
回

と
い
う
こ
と
で
開
催
し
て
い

る
。
意
見
書
が
出
て
こ
な
い

と
２
次
判
定
に
い
け
な
い
の

で
、
早
く
で
き
る
よ
う
調
査

員
が
、
直
接
病
院
に
お
願
い

し
て
い
る
。
県
か
ら
も
指
導

し
て
い
る
。

   教
育
産
業
常
任
委
員
会

　
教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
４
月
　
日
に
委
員
会

２２

を
開
催
し
、
平
成
　
年
度
一
般

２２

会
計
予
算
の
所
管
分
・
公
共
下

水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
及
び
水
道
事
業
会
計
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　　
歳
　
入

質
　
昨
年
、
給
食
費
で
滞
納
訴

訟
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

結
果
は
。

答
　
桂
地
区
の
方
で
１
件
、
訴

訟
を
起
こ
し
た
が
、
裁
判
所

よ
り
分
納
の
和
解
と
い
う
こ

と
で
、
決
ま
っ
た
。
夫
婦
で

毎
月
５
，
０
０
０
円
ず
つ
納

入
と
な
っ
た
が
、
4
万
円
ほ

ど
納
入
後
ま
た
滞
納
と
な
っ

て
い
る
。
弁
護
士
と
相
談
し
、

再
度
差
し
押
さ
え
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
く
。

質
　
町
営
住
宅
使
用
料
現
年
度

分
７
０
，
６
８
０
千
円
計
上

し
て
あ
る
が
、
１
０
０
％
入

る
見
込
み
で
予
算
化
し
た
の

か
。

答
　
１
０
０
％
で
は

な
く
、
過
去
の
実

績
等
を
踏
ま
え
て
、

欠
損
処
分
に
な
っ

て
も
問
題
が
あ
る

の
で
、
あ
る
程
度

低
め
に
抑
え
て
い

る
。

質
　
違
法
建
築
物
が

最
近
、
結
構
見
受

け
ら
れ
る
が
、
建

築
士
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル

と
か
は
、
し
て
い
る
の
か
。

答
　
建
築
士
会
と
県
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
歳
　
出

質
　
全
国
山
振
連
盟
会
は
、
ど

う
い
う
会
か
。

答
　
全
国
で
９
１
３
市
町
村
認

定
さ
れ
て
い
る
。
１
９
６
０
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年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
林

業
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て

指
定
さ
れ
て
い
る
。

質
　
農
地
流
動
化
奨
励
金
は
、

農
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る

た
め
の
奨
励
金
と
理
解
し
て

し
ま
う
が
、
そ
の
意
図
は
。

答
　
年
老
い
た
方
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
経
営
規
模
を
拡

大
す
る
た
め
に
利
用
権
を
貸

し
て
、
生
産
性
の
高
い
農
業

経
営
を
目
指
す
と
い
う
も
の

に
関
し
て
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
る
。

質
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
講
師
は
、
最
近
テ

レ
ビ
報
道
等
で
社
会
問
題
と

な
っ
た
団
体
か
ら
派
遣
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
こ

の
事
業
で
期
待
で
き
る
こ
と

は
。

答
　
当
初
、
新
聞
等
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
会
社
と
契
約
を

し
て
い
た
が
、
今
現
在
は
、

個
人
と
契
約
を
し
て
い
る
の

で
、
問
題
は
な
い
。
今
後
に

お
い
て
も
外
国
語
の
向
上
と

い
う
こ
と
で
、
予
定
し
て
い

る
。

質
　
町
長
の
施
政
方
針
で
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
の
話
が

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

答
　
学
校
再
編
と
合
わ
せ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

質
　
学
力
診
断
テ
ス
ト
の
不
参

加
の
理
由
は
。

答
　
文
部
科
学
省
に
よ
り
抽
出

さ
れ
た
学
校
が
テ
ス
ト
し
て

お
り
、
県
内
で
は
、
本
町
と

土
浦
市
だ
け
が
抽
出
さ
れ
な

か
っ
た
。

質
　
森
林
機
能
緊
急
回
復
間
伐

事
業
に
お
い
て
、
ど
う
い
う

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す
る
の
か
。

答
　
間
伐
を
　
佐
行
う
予
定
で
、

３０

場
所
は
、
七
会
地
区
と
古
内

地
区
で
作
業
道
３
０
０
m
、

実
際
間
伐
す
る
作
業
員
と
推

進
員
を
４
名
募
集
す
る
。

質
　
漫
遊
い
ば
ら
き
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
と
あ

る
が
、
ど
う
い
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
す
る
の
か
。

答
　
県
全
体
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
。

質
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
費
で

町
長
の
施
政
方
針
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
地
産
地
消
と
い
う

こ
と
で
、
地
元
の
も
の
を
利

用
す
る
と
あ
っ
た
が
、
賄
い

材
料
で
何
割
く
ら
い
あ
る
の

か
。

答
　
野
菜
等
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

割
合
で
い
う
と
概
算
で
２
割

く
ら
い
か
と
思
う
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

質
　
認
可
区
域
の
設
定
基
準
は
。

答
　
下
水
道
法
に
基
づ
く
事
業

認
可
を
得
て
、
常
北
地
区
３

０
３
佐
、
桂
地
区
２
９
１
佐

認
可
済
み
に
な
っ
て
い
る
。

住
民
の
要
望
に
沿
う
よ
う
、

事
前
に
現
場
の
状
況
等
を
勘

案
し
な
が
ら
認
可
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
。　

（
水
道
事
業
会
計
）

質
　
年
間
総
給
水
量
及
び
一
日

平
均
給
水
量
の
減
の
理
由
は
。

答
　
住
民
に
よ
る
節
水
と
い
う

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
の
で
、

再
度
調
べ
て
い
き
た
い
。

質
　
石
綿
菅
の
布
設
替
え
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
受
託
工
事
に
伴
っ
て
更
新

の
方
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
　
工
事
箇
所
が
通
行
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

作
業
終
了
後
の
処
理
に
つ
い

て
、
業
者
に
注
意
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
　
業
者
に
注
意
を
し
て
い
き

た
い
。
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